
例年になく早い梅雨明けで、７月初旬は、毎日が暑さとの戦いの日々となりました。

教室のエアコンもフル稼働です。熱中症警戒指数が高いときは、外遊び等を短縮したり

中止にしたりしていますが、子どもたちは、少しの時間でも外で遊ぼうとしていました。

まさに、エネルギーの塊です。

先月は、新型コロナウィルス感染症もだいぶ落ち着き、いろいろな行事を無事実施す

ることができました。教員以外の方のお話を聞いたり、直接体験したりすることは、子どもたちの頭や心

に抵抗なく入っていくようです。また、公共心や公衆道徳の学習にもなります。行事の

大切さを改めて感じました。

いよいよ、２１日から夏休みに入ります。長い休みですので、規則正しい生活を崩さ

ず、普段の生活ではできないことにチャレンジしてほしいと思います。
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教育目標
「ふるさとを愛し

未来を拓く 石小っ子」
目指す児童像
◇勉強の好きな子
◇心の優しい子
◇健康でたくましい子
◎元気なあいさつのできる子

６月２日に交通安全教室を開催しました。内容

は、「左折巻き込み防止講習」で、トラック協会

の方が内輪差の実演をしてくださったあと、警察

の方のお話をいただきました。左右の確認をしっ

かりとして、手を上げて横断歩道を渡る実演も全

員行いました。交通事故には、十分気をつけて、

安全に生活してほしいと思います。

６月３日に人権擁護委員が「人権の花」

を届けてくださいました。花の苗は校門前

の花壇に植えました。花を大切に育てると、

命の大切さを感じたり、心が豊かになり幸

せな気持ちになったりします。児童全員で

協力して、きれいなお花を咲かせたいと思

います。

６月７日に、東京パシフィック管弦楽団による音楽鑑賞会を実施しました。

下学年の部では、ディズニーメドレーなどなじみのある曲を、上学年の部で

は、剣の舞など打楽器ならではの曲の演奏がありました。また、打楽器の紹

介やボディーパーカッションの演奏もあり、児童は手拍子をしたり体を動か

したりしながら楽しく演奏を聴いていました。



新聞を読むことで、社会の情勢に関心をも

ったり、活字媒体に慣れ親しむことを目的とし

て、「下野市新聞の日」を年間５回予定してい

ます。今年は、６／１４、７／５、９／１３、

１１／１５、１／１７です。全校児童が、新聞

をじっくり読んで、学年に応じた活動をしてい

ます。３年生以上は、関心を

もった記事について、感想を

書いて廊下に掲示し、児童同

士で共有しました。

６月１６日に６年生を対象に薬物乱用防止教

室を実施しました。薬物を乱用する怖さや薬物

に関するクイズなどを２人の警察の方がメリハ

リのある口調で話してくださいました。

６月２２日に竜巻を想定した避難

訓練を実施しました。各クラスで、

シェルターをつくったり、窓から離

れて机の下に潜ったりと、担任の指示で避難しました。

校庭に避難した後は、引き渡し訓練を実施しました。お忙しい中、保護者

の皆様には、ご協力ありがとうございました。

災害があった場合には、「自分の命は自分で守る」ために、夏休み前にもう

一度、緊急時の家庭での約束事について確認しておいていただきたいと思い

ます。

新型コロナウィルス感染症の第７波の到来とも言われていますので、

夏休み中も健康観察並びに検温を行い、LEBER への入力をお願いします。
また、感染したり濃厚接触者となった場合は、速やかに学校に連絡をお願

いします。土日等で学校につながらない場合は、学校教育課（３２－８９１８）に連絡してくださ

い。（警備会社を通じて学校教育課職員につながります）

６月３０日から１泊２日で、修学旅行に行ってきました。初日は、会津若松の鶴ヶ城と飯盛山、

武家屋敷を見学し、赤べこ作りを体験しました。２日目は、那須ハイランドパークで、グループ

活動をしました。ガイドさんの話もよく聞き、みんな仲良く活動していました。とても暑い日で

したが、病人も出ず、みんな元気に活動できたことは、とても良かったと思います。


